
当
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
国
語
科
に
大
学
院
（
修
士
課
程
）
が
創
設
さ
れ
て
二
年
目
を
迎
え
た
。
そ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
て
学

会
を
組
織
し
、
そ
の
学
会
誌
を
刊
行
し
よ
う
と
い
う
企
画
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
関
東
地
区
教
大
協
二
部
会
に
提
案
し
、
学
会
を
有

す
る
各
大
学
の
実
態
を
調
査
し
た
り
、
そ
の
会
則
を
集
め
て
検
討
し
た
り
し
て
、
漸
く
昨
年
一
月
ご
ろ
「
横
浜
国
立
大
学
国
語
国
文

学
会
」
会
則
案
が
ま
と
ま
っ
た
。
と
同
時
に
、
最
大
の
難
問
で
あ
る
学
会
運
営
資
金
の
方
も
、
従
来
卒
業
時
点
で
学
生
が
研
究
室
に

記
念
品
を
寄
贈
す
る
の
を
、
そ
の
基
金
に
振
り
替
え
て
、
昭
和
五
十
六
年
、

六
十
七
年
の
二
四
分
を
学
会
基
金
と
し
て
申
し
受
け
な

ど
し
て
、
当
座
運
営
可
能
な
見
通
し
も
立
っ
た
。
ま
た
、
国
語
科
卒
業
第
一
期
生
か
ら
現
在
ま
で
の
、
約
一
千
名
の
会
員
を
有
す
る

「
国
大
国
語
の
会
」
と
の
関
係
の
話
し
合
い
も
で
き
、
両
者
相
提
携
し
て
協
力
し
合
う
と
い
う
結
論
も
得
た
。
か
く
て
発
足
の
運
び

と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
七
年
七
月
十
日
午
後
三
時
よ
り
、
そ
の
設
立
総
会
を
教
育
学
部
大
会
議
室
で
聞
い
た
。
当
日
は
旧
学
部
教
官
を
代
表
し

て
吉
田
義
雄
先
生
、
国
大
国
語
の
会
現
会
長
田
中
章
雄
氏
を
来
賓
に
迎
え
、
学
部
国
語
教
官
、
四
付
属
国
語
教
官
、
卒
業
生
・
院
生
・

学
生
の
有
志
、
計
数
十
名
の
参
会
を
得
て
、
会
則
の
審
議
可
決
を
経
て
、
こ
こ
に
長
年
懸
案
の
学
会
の
設
立
を
み
た
の
で
あ
る
。
そ

の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
小
宴
を
も
っ
て
無
事
総
会
は
終
了
し
、
直
ち
に
活
動
に
入
り
、
こ
こ
に
創
刊
号
が
発
刊
さ
れ
る
と
と
に
な
っ

た
さ
て
、
学
会
は
発
足
で
き
た
が
、
そ
の
前
途
に
は
い
ろ
い
ろ
な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
先
ず
は
会
員
の
研
究
意
欲
を
益
々
高
め
、

質
的
に
優
れ
た
論
文
の
寄
稿
を
広
く
募
集
し
、
年
に
一
回
の
学
会
誌
の
充
実
を
は
か
り
、
全
国
の
各
国
公
私
立
の
大
学
や
研
究
所
等

の
学
会
誌
と
の
交
流
を
盛
ん
な
も
の
と
し
た
い
。
第
二
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
志
を
同
じ
く
す
る
会
員
の
加
入
を
得
て
、
支
障
な

き
会
の
運
営
を
図
り
た
い
。
以
上
二
点
を
含
め
て
、
大
方
の
御
指
導
と
御
協
力
と
を
切
願
し
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。

昭
和
五
十
八
年
三
月

「
横
浜
国
大
国
語
研
究
」創
刊
に
際
し
て
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